
植調 Vttθ144Na立 2θヱの

小笠原諸島に侵入している外来植物の現状

小笠原野生生物研究会 延 島冬生

はじめに

既に大津氏が本誌416で 外来植物(アカギ)に

ついて書かれており重複する部分があることを,

あらかじめご承知願います。

小笠原,小 笠原諸島とよく言われるが,そ の

範囲はより広く小笠原諸島全体であったり,最

も狭い場合は父島だけを指すこともある。ここ

では小笠原群島(聟島,父 島,母 島の各列島)と同

義で小笠原諸島(又は島)という。

小笠原諸島の首島,父島(父島列島)は東京から

約 1,000km南 にあり,面 積約 24km2,人 口約

2000人 ,本土からの唯一の交通機関定期船おが

さわら丸の発着港で官公署が集中し観光の拠点

でもある。父島から約50km南 に母島(母島列島)

があり,面 積約 20km2,人 口約400人 ,こ の2

島が小笠原諸島返還(1968年)後一般住民が住む

有人島である。それ改, 自然の人為的撹乱の影

響も大きい。小笠原諸島に侵入している外来維

管束植物は318種 ,父 島(43%),母島(38%)は外

来種比率が高く,一 方兄島(20%)は低い。

海洋島の生態系のもろさ

外来植物が本上で問題になる以上に影響が大

きいのは次の理由による。

小笠原諸島は大陸と一度も繋がったことがな

い北西太平洋上にある亜熱帯気候の海洋島であ

り,本 土や近い海洋島も1,000km以 上離れ,偶

然辿りつき定着した生物が元の種と異なる環境

で独自の進化をした(又現にしている可能性があ

る)独特の生態系がある。そのため植物の種数が

少ない(約400種 )だけでなく競争種も少なく海

水に耐えられないシイ ・カシ類の陰樹を欠きマ

ングローブ植物もない。小笠原諸島の生態系は

非調和であり,ニ ッチが空いている。

そこに突け入れる外来植物は元の自生地以上

にはびこり,海 洋島の自生植物を駆逐し生態系

に壊減的打撃を与える。

外来植物の起源と由来

熱帯 ・亜熱帯起源のもの,本 土起源のものに

大別され,前 者が大変多い。後者は本上で自生

種でも小笠原諸島でも自生(広分布種)とは限らな

い。例として本上の自生種ヨモギ (キク科)は小

笠原諸島では外来種である。

由来は人による導入が圧倒的である。亜熱帯

小笠原のイメージから描かれる熱帯の花や果実

溢れる島とは縁が無く,現 実は地味な花が多く

実や葉を食べられる自生種(固有種を含む,以 下

同)はあっても食料とする程はない。

1830年欧米・ハワイ太平洋系の人々の定住に

よりもたらされた植物がある。例としてパパイ

ア(パパイア科),オレンジ(ミカン科),タバコ(ナ

ス科)など。

熱帯 ・亜熱帯起源のものも日本領土確定
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(1876年)後本土経由で官庁が主体となり積極的

に導入されたものが多い。例としてインドゴム

ノキ(クワ科),ソ ウシジユ(マメ科)など。又,セ

イロンベンケイ(ベンケイソウ科)など南洋経由の

船舶から持ち込まれたものもある。

近年硫黄島で野生化した種が父島に持込(又は

再導入)まれたものもある。例としてタカノツメ

(硫黄島唐辛子)(ナス科),リュウキュウウラボシ

(ウラボシ科)など。

井意図的導入

導入された動植物に付随した非意図的導入種

がある。例としてムラサキカタバミ(力タバミ

科),シ ンクリノイガ(イネ科)など。前者は明治

中期内地から導入した植物に,後 者は戦後の米

軍時代(194668年 )フィリピンから父島に導入

された牛に付いてきたと思われる。

人にくっついて持ち込まれたと思われるもの

が近年分かつてきた。例としてヤンバルツル

ハッカ(シソ科),ツ ボミオオバコ(オオバコ科),

いずれも靴に付着した土が島に落ち定着したと

思われる。前者は由来不明だが母島に,後 者は

硫黄島由来で父島に。

外来植物の起源と由来にも小笠原諸島の歴史

を読むことができるという
一面もある。

定着する外来植物の特徴

一時帰化して消滅した多くの外来植4/Jがある

とともに定着した外来植物には暑さと乾燥に強

いという共通性がある。落葉樹は基本的に定着

できない。夏期(68月 )の平年の降水量が少な

く,水 分の蒸散が大きい時期を越せるかが定着

のポイントである。

外来植物が定着しているだけならよいが,結

実発芽し島内や他の島々に分散拡大していると

植調  V】 44,Nο ヱ2θ立の

問題である。野生化をも意図した戦前の植林や

返還後の法面緑化種の逸出などの影響は大きい。

また,外来植物が自生のオガサワラオオコウ

モリやメグロ,ア カガシラカラスバ トなどの哺

茅L類 ・鳥の餌となり, 自生動物種が拡散に関

わっていることや侵略性の高いノヤギ,クマネ

ズミなどの外来哺乳類の餌となっている種もあ

ることなど問題は単純でない。

侵略的外来樹木

世界自然遺産登録を目指す小笠原諸島では各

種外来動植物対策が進められている。環境省,林

野庁,地元NPOな どが進めている外来種対策樹

種はアカギ(トウダイグサ科),モ クマオウ(トク

サバモクマオウ及びモクマオウ=モ クマオウ

科),リ ュウキュウマツ(マツ科),ギ ンネム(マメ

科)などである。

いづれも侵略性が高く在来の自然植生を破壊,

駆逐,置 換したりしている。侵略性の高いと思

われる主な樹木を表
-1で 示す。これらは全て

幕末 。明治期以降の導入種である。

外来種のリスク評価については加藤英寿氏

提言の外来種リスク評価システムがあり,数

値化した評価をすることが望ましい。しかし,

ここでの目的ではないので表及び以下により

説明をする。

*和 名,種 名の括弧書きは別名。

アカギ(カタン)Bお 勧 0カaみ 物航Ca

トウダイグサ科(写真
-1)

耐乾性が無い本種が繁茂し侵略性を獲得した

のは耐陰性があること,標 高 150m以 上の雲霧

がかかり易い高さで日陰になり易い場所では定

着できること,島 の気候への順化に伴う低地ヘ

の侵出が挙げられる。
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植調  ヽわ上44,r、|こ,1 2θ Iの

シマグワ シチヘンゲ ガジュマメレ リュウキュウコクタン

― 中
・コ ウ モ ' ・コウ干 』J

種

聖土 種 子 能 力

セカ

台 風 へ の 反 応
落 葉 後 一 斉 新 葉 口結 一 部 落 葉

一
部 落 積 、落 栗 、寝
張 しル首

一 部 落 葉

移 入 元 又 は 原 産
齢 琉 球 インド又 1まジャワ島 マレー シア(原) 琉 球

導 入 の 目的 ・利
養 蚕 田 芸 種

製 精 小 屋 等 の 被 陰 ・

防 風
用 材 (移 出 価 値 )
闘 芸 績

導 入 時 期 町

植 林 (含 む 播 種 )
の 右 無 有

旧 日本 軍 の 利 用 トー チカ等 の 隠 蔽

植 生 等 へ の 影 響

交 雑 による固 有 種 オ
ガサ ワラグ ワの 消 滅

付 近 の キ ャッフ ヘ の

侵 入 ・群 落 形 成

1周 囲 の 値 生 を駆 逐
2実 生 種 子 の 分 散 拡
大 中

案 生 種 子 の 分 散 拡
大 中

日本 の 最 略 的 外
来 種 ワー ス ト100

世 界 の 侵 略 的 外
業 海 ワー ス ト100 〇

景 江 恵 タト米 =E物
リス ト(楢 物 ) 〇

寸策 の 有 無

注 1 +十 :大、十:小、 :ほ とんどなし
注 2移 入元又は原産地は移入元が分かっているものは、それを記載。
注 3導 入時期は、幕末 (～1867)、明治時代 (1868～1912)を初期、中期、後期に3区分、大正 (1912～1926)、
昭和戦前期 (1926～1945)、戦後米軍時代 (1946～1968)、小笠原諸島返還後 (1968～)、平成 (1989～)
に区分

注 4現 在での対策 ;◎有、○一部有、×無
清水善和 (小笠原自然環境研究会編(1992))小笠原諸島における帰化樹種 3種の生態的特性の比較を改変

表-1 小 笠原諸島における主な侵略的外来樹木

アカギ モクマオウ ギンネム ジュウキュウマツ キバンジロウ

散 布 方 〕 力

埋 土 種 子

耐 陰

とカ

葉 層

台 風 へ の 反 応
洛 甲孜 差弾終、将E〕塁リ
奮

幹 口枝 折 れ 、寝 返 り
若 落 葉 後 一 斉 新 葉 一 部 落 枝 落 枝 、落 葉

移 入 元 又 は原 産
東 南 アジア(原) インド 江 戸 ・イン ド 琉 球 アメリカ(原)

導 入 の 目 的 ・利
用

用 材 (移出 価 値 ) 防 潮 林 、用 材 砂 防 林 、用 材 (細木 ) 用 材 食 用

導 入 時 期 明 治 初 期 明 治

植 林 (含 む 播 種 )

の 有 無
有 有 有 有

旧 日本 軍 の 利 用 用 材
食 料 :新 栗 、種 子 は
ヨー ヒー 代 用

植 生 等 へ の 影 響

1湿 性 高 木 林 侵 入 ロ

置 換
2同 林 内在 来 植 生 の
,肖減

1乾 性 低 本 林 ・岩 場
へ 侵 入 ・置 換
2落 葉 層 に よる他 種
の 発 芽 抑 制
a魚 崖 帥 の 出 去

付 近 の ギ ャップヘ の

侵 入 ・純 林 形 成
被 陰 圧 迫 ・落 葉 層 に
よる他 種 の 発 芽 抑 制

中低 木 再 の 圧 迫 、和
林 形 成

日本の侵略的外
】ミ犯EEフーーヌ(卜100 O

世 界 の 侵 略 的 外

来 種 ワーーヌ(卜100
〇

要 注 意 外 来 生 物
リス ト(植物 ) 〇 〇

対 策 の 有 無 〇
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モクマオウ Casuaガ na sttc勉

トクサバモクマオウ(トキワギョリュウ)

attuar:r22 ecLIねeしifolia 島名モクマオウ メ

リケンマツ,オ ガサワラマツ モ クマオウ科

(写真 -2)

乾燥に強い本種は岩場の窪み,割 れ日からも

発芽し高木となり急崖地の崩落を招き易い。

ギンネム(ギンゴウカン)と eucaena

Feucoc∽haFa 島 名ギンゴウカイ マ メ科 (写

真-3)

父島・母島では返還時程の勢力は無いが,新

たな道路整備,農 地放棄などで
一部復活して

いる。

リ ュ ウ キ ュ ウ マ ツ  見 挽 L I S  F L I C h u e n s メs

島名マツ マ ツ科(写真
-4)

1970年 代に松枯れによる
一斉枯死が母島 ・父

島で起こり生態系への影響が無いとされたが,グ

リーンアノール(アノール トカゲ)が松枯れ原因の

マツノマダラカミキリをも食害し,その後育つて

きたマツが枯死せず繁茂している。樹下の被陰,

落実層の形成によリムエンフトモモ等の自生種の

衰退があり,地 上 ・土壌生物相にも影響を与えて

いると思われる。

キバンジ回ウ(テリハバンジロウ)PsF前 口回

caど」ettnum 島 名バンジャクロ,キバンザクロ

フトモモ科(写真-5)

鳥などによる種子散布で分布が拡大するとと

もに樹下の実生樹がそう生し群落を作り自生種

を排除している。

シマグワ Attorws a口針翅FFs 島名カイコグワ

クワ科(写真-6)

ハテジョウグワも導入され交雑,鳥 などに種子

植調  V()″4,ハ百(】ヱゼθtt θジ

散布され分布が拡大している。固有種オガサワラ

グワと交雑し固有種の更新を困難にしている。

シチヘンゲ(ランタナ)Lanttna cama翅

クマツゾラ科(写真-7)

種子散布もされ,遊歩道脇,崩壊地,人為的撹

乱地に侵入し乾性低木林に脅威を与えている。

ガジュマル ncus mFcrocatta ク ワ科(写真

-8)

野生化したものの気根が地上に着き根となり

周囲に拡大,気 根が自生木本に絡みつき絞め殺

し状態に入りつつある。又,従 来挿し木でしか

増えないものが近年沖縄から実生苗が導入され

たことによリガジュマルコバチが侵入したよう

で,至 る所で実生幼樹が成長している。脅威で

あることは明らかであるが,一 方島民にとって

は愛着のある樹木でもある。

リュウキュウコクタン(ヤエヤマコクタン)

DゴOspyЮ sナ3rrea、ィ2二仇IxFttFFa カキノキ科

(写真-9)

常緑で樹形がよいことから公共施設などに移

植されている。まだ影響は小さいものの,侵 略

の危険性があるとして
一部伐採されたリュウ

キュウガキ以上に父島で拡大しており侵略性の

認識と対策が求められる。

侵略的外来草本

外来車本は一般的に風,動 物への付着など樹

種より散布力が大きいものが多く,外 来種のノ

ヤギに食べられないことも生存要件であり,又

地面がやや湿つていれば生育できるものもある

など樹木より複雑である。

外来種対策の対象となっている草本はシンク

リノイガゃオオバナセンダングサ,ホ ナガソウ
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植調  Ⅵ 】44,r寸c)立 2θ ゴθ)

写真-1 ア カギ

写真-3 ギ ンネム 写真 -4 リ ュウキュウマツ

写真 -6 シ マグワ

写真-2 ト クサバモモクマオウ

写真-5 キ バンジ回ウ
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などわずかであり,対策地域も南島(父島列島)や

父島の一部に限られている。キク科,イ ネ科及

びつる植物に侵略性の高いと思われる草本はま

だあるが主なものを表-2及 び以下により説明

する。

*和 名,種 名の括弧書きは別名。

シンクリノイガ Ce魚 力rus ec肋加us

島名 トッツキ イ ネ科(写真-10)

父島では返還時(1968年)頃の勢力はないもの

の果実が犬猫, ノヤギ,人 ,鳥 に付着して広が

り,そ こで重力散布により群落を拡大する。

オオバナセンダングサ(アワユキセンダングサ,

オオバナノセンダングサ)

BFdens pガosa vraibrserOsa

島名ヒッツキグサ キ ク科(写真
-11)

センダングサ類は類似したものがあり,現 在

緊茂している種が何時導入されたか不明なとこ

ろがある。痩果は棘で動物,人 に付着して広が

り群落を作り,又 外来種のセイヨウミツバチの

蜜源の一となっており自生のハナバチ圧迫の要

因にもなっている。

テリメンナガボソウ Sね勧5花理力eね 勧鉤めma

フトボナガボソウ S勉統yねつ才2c勉ンmが Cttsrs

島名ホナガソウ ク マツヅラ科(写真
-12)

茎が木質化し枝を広げるので,1個 体でも周

囲への影響は大きく,か つ群落を作り父島の乾

性低木林に脅威を与えている。

アメリカハマグルマ(ミツバハマグルマ)

WeどeFFa[rilοb2とa(Spttagne″ coFa しrilobara)

キク科(写真-13)

ハマグルマ属は従来からあるが,本 種は近年

植調  石ヽθF 44,No,12例 θリ

父島 ・母島で道路,公 園などの法面緑化に用い

られ,カ ーペット状に周囲の林床に侵入し自生

のムエンナキリスゲやテイカカズラなどを消滅

させ,地 表性の昆虫や土壌動物にも影響を与え

ていると思われる。

セイロンベンケイ(トウ回ウソウ)

Br)っp才めィFFum pttnaど口回(Kalanchoe prnna勉 )

島名ハカラメ,チ ョウチングサ ナ ンヨウグサ

ベンケイソウ科(写真-14)

「葉から芽Jと して土産品にもなっているが,

急傾斜の岩場にあった自生の荒原植物(コゴメビ

エ,マツバシバ,イ ワヒバなどイネ科,カヤツリ

グサ科,シ ダ類)やコケ,地 衣類を駆逐したと思

われる。

ジュズサンゴ 則 予ィFna humtts ヤマゴボウ科

(写真-15)

湿 り気のあるやや暗い林内に侵入し,純 群落

を作り,在来の下層植生,林床の草本・シダ類を

駆逐し樹木の実生発芽も抑制されていると思わ

れる。

シュ回ガヤツリ C盟 死rusが絶rnFめゴ如s

島名カヤツリグサ、カヤグサ、カサグサ、ヤブレ

ガサ カ ヤツリグサ科(写真-16)

河床で株となり群落形成,在来の湿地植生(シ

ダなど)を駆逐し流水路を狭め,水 棲 ・水辺生物

(魚類,甲 殻類,水 棲昆虫,ク モ,サ ギ類の鳥)に

も影響を与えていると思われる。

アオノリュウゼツラン A卸 屯 2meガcana

島名マエラ リ ュウゼツラン科(写真
-17)

多肉質の大型の葉を持つ本種は他の種を寄せ

付けず開花後枯死(7年程度～)しても,既 にムカ
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表-2 Jヽ 笠原諸島における主な侵略的外来草本

シンクリノイガ オオバナセンダングサ ホナガソウ アメリカハマグルマ

1 年 O r 多 年 夏 1 多 多

形 そう生 石F与阜 ロフ民4L つ

生 育 場 所 向 陽 地 諸地 向 陽 批 向 陽 批

散布方法 EJl物 筆 へ の イ寸者 動 物 等 へ の 付 着 重 カ 栄 春 繁 殖

子 生 庁 暑

子 布 力

埋 土 子能力 つ
・

商苗ほ

耐

力

耐 士 牛

移 入 元 又 は原 産
抽

フィリピン 東アジア(原) 熱帯アメリカ(原) 熱帯アメリカ(原)

導入の 目的・利
用

非意図的 非意図的 不 明 法面緑化

導入時期 後米軍時代 明 治 初 期 ? 明 治 初 期 平 成

植生等への影響
純群落形成 1純群落形成

2西洋蜜蜂の蜜源とな
明 白 牛 汁 憾 券 拝 拍

付近のギャップヘの侵
入口純群落形成

周囲の林床植生を駆
逐

日本 の侵 略 的 舛
率 海 ヮ ー 又 卜 l  n f

O

世界 の侵 略 的 舛
率海 ヮー ストl  n f ○

要 注意 外 来生 物
,1ストr結物 ヽ ○ O

対 策 の 有 無 〇 〇 〇

植調 マ(式_4ど,よく)72θ ヱθジ

注 1 +十 :大、十 :J 、ヽ一:ほとんどなし
注 2移 入元又は原産地は移入元が分かっているものは、それを記載。
注 3導 入時期は、幕末 (～1867)、明治時代 (1868～1912)を初期、中期、後期に3区分、大正 (1912～1926)、

昭和戦前期 (1926～ 1945)、戦後米軍時代 (1946～ 1968)、小笠原諸島返還後 (1968～)、平成 (1989～)
に区分

注 4現 在での対策 ;◎有、○一部有、×無
清水善和 (小笠原自然環境研究会編(1992))小笠原諸島における帰化樹種 3種の生態的特性の比較を改変

セイコンベンケイ ジュズサンゴ シュロガヤツリ アオノリュウゼツラン

1颯巨Or 多 年 草 多 多 多

形 茎 百 サ ・毎 肉 督 太 化 ち 大 型 ・多 肉 質

生 F場 所 向 陽 地 被 陰 地 向 陽 地

子散布ラ
子生産」

風 鳥 来 重 力 ・ヨウ モ リ

種 子 布 カ

埋 土 子 能 力

1能 力

11!Jこ

移入元又は原産
齢

南洋航路 熱幕アメリカ(原) マダガスカル(原) 熱帯アメリカ(原)

導入の 目的 ・利
爾

園芸種 非意図的 圏芸種 繊維採集

導 入 時 期 明 治 後 期 明 治 後 期 援 治 密 期 明 治 初 期

植生等への影響
岩場で群落形成、荒原
植生を駆逐

靖い林内で群落形成、
下層植生を駆逐

河床で群落形成、湿地

植生を駆逐 、水棲 ・水
辺牛物に影響

岩場で群落形成、荒原植
生を駆逐

日本の侵略的舛
来種ワースト10C

世界の侵略的外
乗種ワースト10C

要注意外来生物
リスト(植物)
対 策 の 有 無

- 1 1 -



植調  fぐ式_44,ハにぇヱ?θ ヱθ)

写真-7 シ チヘンゲ 写真-8 ガ ジュマル

写真-9 リ ュウキュウコクタン

写真-10 シ ンクリノイガ

写真 -12 ホ ナガソウ

ー12-

写真-11 オ オバナセンダングサ



杓宣司用  ゞo144,「改)ゴ `2θ7θ)

写真-13 ア メリカハマグルマ

写真-15 ジ ュズサンゴ

写真-14 セ イロンベンケイ

写真-16 シ ュ回ガヤツリ

写真 -17 ア オノリュウゼツラン

ー 13-



植調  予 i】44N()ヱ ゼθtt θ'

ゴから成長した個体などからなる群落を作り遷  ・ 環境省(2007)小笠原の自然環境の保全と再生

移しない。                    に 関する基本計画

・環境省(2008)要注意外来生物リス ト :植物

おわりに                    (一 覧)外来生物法 httpプ/www.env.go.jp/

小笠原諸島における生態系の多様性,種 及び   nature/intrO/1outline/caution/臨t sllohtllt

種間の多様性,遺 伝子の多様性を維持し,生 物  ・ 小林純子(1985)高等植物分布資料(115)ヤンバ

多様性を維持するため脅威となる外来植物対策   ル ツルハッカ 植 物研究雑誌 608

は欠かせない。対策は始まったばかりである。科  ・ 佐竹義輔 。大井次三郎 ・北村四郎
・亘理俊次 ・

学的根拠に基づき,島 民の理解と参加を得なが   冨 成忠夫(1981)日本の野生植物車本 3

ら地道に対策を続ける必要があろう。       ・ 清水矩宏 。森田弘彦 ・度田伸七編著(2001)

日本帰化植物写真図鑑

参考 ・引用文献                ・ 清水善和(1998)小笠原自然年代記

。E.」.H.CORNER・ 渡辺清彦(1969)図説熱帯植  ・ 太刀掛優 ・中村慎吾編(2007)改訂増補帰化植

物集成                    物 便覧

。S.KOBAYASHIo M.ONO(1987)A Revised  ・ 津山尚(1970)小笠原諸島の植物 続 小笠原諸

List of the Vascular Plants and lntroduced   島自然景観調査報告書

to the Bonin(Ogasawara)and the vOlcano  ・豊島恕清(1938)小笠原島の植生並熱帯有用植

(Kazan)Islands.Ogasawara Research13    物 に就て

・阿部楳斉(1862)豆嶼行記 小 笠原島要録4付録  ・ 豊田武司編著(2003)小笠原植物図譜増補改

小笠原諸島史研究会(2005)          訂 版

・阿部楳斉(1862)南嶼行記上          。 日本生態学会編(2001)外来種ハンドブック

・榎本敬(1993)小笠原諸島,父 島 ・母島の雑草  ・ 農林省(1957)農務顛末 6

と帰化植物 小 笠原研究年報 16        ・ 延島冬生 ・加藤英寿 (2007)父 島における新

・大津佳代(2007)小笠原地域自然再生事業の外   た な外来カキノキ属植物の拡散 小 笠原研究

来樹(アカギ)対策のご紹介 ;植調 416      年 報 30

・小笠原自然環境研究会編(1992)フィール ドガ  ・ 船越真樹(1987)小笠原諸島におけるギンネム

イ ド小笠原の自然              林 の成立―移入と分布の拡大をめぐる覚え書

・小笠原村教育委員会(1999)天然記念物緊急調   ― その 1 小 笠原研究年報 10

査(オガサワラオオコウモリ)調査報告書     ・ 船越真樹(1988)小笠原諸島におけるギンネム

・小花作助(1878)小笠原島要録 3 小 笠原諮島   林 の成立
―移入と分布の拡大をめく

｀
る覚え書

史研究会(2005)               一 その 2 小 笠原研究年報 11

・加藤英寿(2006)小笠原諸島の固有生態系保全  。 船越真樹(1990)小笠原諮島におけるギンネム

のための外来種リスク評価システムについて   林 の成立
―移入と分布の拡大をめく

｀
る覚え書

小笠原研究 31                -そ の 3 小 笠原研究年報 13

・川手文(191115)小笠原陸産物誌植物編     ・ 船越真樹(1991)小笠原諸島におけるギンネム
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植調  化ヽ光44,P寸̀】ヱゼθヱθ)

林の成立―移入と分布の拡大をめぐる覚え書

―その4 小 笠原研究年報 14

'堀田満 ・緒方健 。新回あや ・星川清親 ・柳宗民・

山崎耕宇編(1989)世界有用植物事典

・安井隆弥(2007)植物の和名 モクマオウ

(Casuaガnかの和名について J 笠ヽ原野生生物

研究会会報 36

日本帰化植物写真図鑑
清水矩宏 ・森田弘彦 ・庫田伸七/編 著 B6判  548頁  本 体価格4,300円

●帰化植物630余種を1,700余点のカラー写真で紹介。飼料作物畑の雑草害と対策も解説

進化した水田モデル試験用ポット新登場

コンクリートポットと

比較すると"・

①可動式、軽量、洗浄可能、長持ち、取扱いが容易で経済的。

②排水回2ヶ所で漏水、落水の変動要因試験が可能。

③コンクリートのアルカリ成分が試験に影響しない。

●仕様

内(外)寸:50(60)×50(60)×50(69)cm
重量:約12kg/基

価格:¥49,350(税込)/基
別売り:水深調整用パイプ(長・短セット)
価格:¥2,625(税込)/セット

FRPポット内言居

販売元・お問い合わせ先 0グ 野 昭 ヒ学工業淋絵 干士特販部断売課
東京都台東区池之端1-4-26〒110-8782 TELl13-3822-5186ご巡 03-38288273

FRPポ ット使用例
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